
〇体験メニュー
・農の体験プログラム

地元の農場で収穫・農作業体験（さつまいもなど）
・調理体験プログラム

親子で作る県産農産物を使用したスイーツ作り
・食と農の複合プログラム

収穫体験と調理体験をセットで体験
・季節限定プログラム

いちごやぶどうなどの季節ならではの体験
・花や魚などの生き物にふれあうプログラム

花センターや水遊園の施設を活用した体験

☆地元の食材を使った料理体験を開催
→地域とのつながりや、従業員のチームワークが強まる。

☆地元農家との連携で、収穫体験イベントを開催
→従業員の地域への理解が深まる。

※詳細プログラムは別途紹介します。
※各プログラムの費用・予算は別途ご提示します。

○実施までの流れ
・企業のご担当者様には、社内での周知や参加の取りまとめ
等への御協力をお願いします。

・公社ではご希望の内容に応じて、内容や日時、会場調整、
当日の運営等を行います。

令和8年度 “食・農・花・水”で豊かなとちぎの恵みを満喫体験 企画書 R8. 8（公財）栃木県農業振興公社

〇導入事例
K協会：フラワーアレンジメント作り体験

（会場：とちぎ花センター）

【参加者の声】
・花の美しさに触れながら、リラックス
した時間を過ごすことができました。
職場の人と一緒に参加することで、コ
ミュニケーションも自然と増え、楽しいひとときでした。

・普段の業務とは違うクリエイティブな活動ができて、とてもリフ
レッシュできました。職場の仲間と一緒に楽しむことができて、チー
ムワークも深まりました。

N株式会社：さつまいも＆さといも収穫体験
（会場：夢アグリ（宇都宮市））

○事業目的及び効果
・従業員の健康増進：自然や食に触れ、ストレスの軽減や健康意識が

高まる。
・ｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝの促進 ：レクリエーションを通じて、従業員間のコミュ

ニケーションが深まる。
・地域とのつながり：地元の農家や食材を活用し、地域とのつながり

が深まる。

福利厚生事業を充実させることで、従業員の健康増進・満足度向上
や企業の魅力アップに繋がると考えています。

いちご大福作り じゃがいも掘り
【参加者の声】
・とても楽しかった。
・さといも（試食）が
とてもおいしかった。


